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第
3
6回

市
民
公
開
健
康
講
座

健
康
診
断
か
ら
見
つ

＊
　
　

＊

ｶ ヽ

る

病

泰＝＝ ●

｝Ｑ ，

○

～
が
ん
・
生
活
習
慣
病
を
中
心
に
～

＊
　
　

＊

＊
　
　

＊

＊
　
　

＊

高
の
原
中
央
病
院

人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
長

第
3
6回
市
民
公
開
健
康
講
座
（
奈
良
新
聞
社
主
催
）
が
去
る
９
月
3
0日
、

奈
良
市
学
園
南
３

丁
目
の
学
園
前
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。
本
講
座
は

病
気

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
健
康
増

進
に
つ
い
て

広
く
市
民
に

考
え
て
も
ら
お
う
と
い

う
目
的
で
開
催
し
て
い
る
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
健

康
診
断
か
ら
見
つ
か
る
病
気
～

が
ん
・
生
活
習
慣

病
を
中
心
に
」
で
、
高
の

原
中
央
病
院
の
酉
藤
弥
穂
・
人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
長
が
講
演
、
約
２
５
０

人
が
参
加
し
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
酉
藤
セ
ン
タ
ー
長
は
、
が
ん
や

生
活

習
慣
病
に

起
因
す
る
疾
患
が
多

い
な
ど
日

本
人
の

疾
患
の

傾
向
を
説
明

し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
健

康
診
断
の
目
的
と
重
要

性
を
述

べ
た
。
ま
た
人
間
ド
ッ

ク
の
有
用
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
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＊
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斉
藤
　
弥
穂

氏
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予
防
医
学
の
重
要
性
解
説
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一

日

本
人

の
死

因

順
位

の
１

位

は
、
悪
性
新
生
物
い
わ
ゆ
る
「
が

ん
」
で
す

。
が
ん
は
、
昭
和
5
6年

以
降
、
脳
血
管
疾
患
を
抜
い
て
死

因
順

位
の
第
１

位
と
な
り
、
全
死

亡
者
数
に
占
め
る
割
合
は
約
3
0％

に
達
し
て
い
ま
す
。
罹

患
率
も
高

く
、
日
本
人
の
半
数
は
何
ら
か
の

が
ん
に
か
か
っ
て
、
３

人
に
工
人

が
が
ん
で
亡
く
な
る
計

算
に

な
り

ま
す
。
次
に
多
い
の

が
心
疾
患
で

す
。
心
疾
患
は
生
活
習
慣
病
か
ら

引
き
起
こ
さ
れ
る
疾
患
の
代
表
と

も
い

わ
れ
、
同
じ

く
生
活
習
慣
病

の
脳
血
管

疾
患
を
合
わ
せ

る
と
約

2
5％
に
達
し
ま
す
。

す
な
わ
ち
４

人
に
１

人
の
死
亡
原
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り

ま
す

。
肺
炎
は

昭
和
5
5年
に
第
４

位

と
な
っ
た

後
も
増
加

傾
向
が
続
き
、
平
成

2
3年
に
は
脳
血
管
疾

患
に

か
わ
り
第
３

位

と
な
り
ま
し
た
。
か

つ
て
１

位
で
あ
っ
た

脳
血
管
疾
患
は
昭
和

4
5年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
は
じ
め
、
平
成

2
6年
の

全
死
亡
者
に

占
め

る

割

合
は
９

％

と

な

っ

て

い

ま
す

が

、

ま
だ

ま

だ
多

い

の

が

現

状
で

す

〈

図
１

〉
。
し
か

し

実

は

こ

れ
ら

死

亡

原
因
の

上
位

を

占

め

る

が
ん
・
生

活

習

慣

病
は

、
早
期

発

見

や
治

療
に

よ

っ
て

発
症

や

重

症

化

を
予

防

す

る
こ

と

が
で

き

ま

す

。

目

韮
韮
目

医
療
の

種
類
に
は
、
予
防
医
学

と
治
療
医

学
が
あ
り
ま
す
。
前
者

は
病
気
に

な
る
前
の
指
導
で
健
康

診
断
・
人

間
ド
ッ

ク
や
栄
養
指
導

な
ど
を
指
し
ま
す
。
早
期
発
見
し

治
療
医
学
へ
つ

な
ぐ
こ
と
も
大
事

な
役
割
で

す
。
後
者
は

病
気
に
な

っ
て
か
ら
行
う
医

療
行
為
の
こ

と

＊
　
　

＊

で

、

外

来

診
察

・

各

種

検

査

・
入

院
・

手

術

・
内

服

に

よ

る

治

療
な

ど

が
含

ま

れ

ま

す

。

健

康
診

断
の

日

的

は

、

大

き
く

２

つ

あ

り

ま
す

。
ひ

と

つ

は

異
常

値
を

発

見
し

、

生

活

習

慣
の

改

善

へ

導

く

手

が

か

り

を

得

る

こ

と

で

、
１

次
予

防

と

い

い

ま

す

。
も

う
ひ

と
つ

は
、

定

期

的

に

実

施
す

る
こ

と
で

早
期

に

疾

病

そ
の

も
の

を
見

つ

け

、
早

期

治

療

へ
つ

な
ぐ

こ

と

で

、
こ

れ

が
２

次
予

防

で

す

。

日

本

で

は
「
労

働

安

全
衛

生

法

」

や

「
高

齢

者
の

医

療

の

確

保
に

関

す
る

法

律

」
に

基

づ

き

、

企

業
や

自
治

体

な
ど

の

保
険

者

が

主

催
す

る
健

康

診

査
を

受

け

る

こ

と

が
で

き
ま

す

が

、
残

念
な

が

ら

検

診
受

診
率

の

低

さ

が

問
題

と

な

っ
て

い

る
の

も

事

実
で

す

。

「
国

民

生
活

基

礎
調

査

」
に

よ

る

と

、
日

本
の

が

ん
検

診

受
診

率

は

、

男

性
に

お

い

て

は

、

胃

が

ん
、

肺

が

ん

、
大

腸

が
ん

検

診
の

受

診

率

は
４

割
程

度
で

あ

り

、

女

性
に

お

い
て

は
、

乳

が
ん

、

子
宮

頚

（

け

い

）

が
ん

検

診
を

含

め

た
５

つ

の

が

ん

検
診

の

受

診

率

は
３

～

４

割

台

と

な

っ

て

い

ま

す

（
平

成
2
5
年

調

べ

）

。

一
般
的
な
健

康
診
断
は
大
き
く

＊
　
　

＊

２

つ

の

種

類

に

分

け

ら
れ

ま

す

。

ひ

と
つ

は

が
ん

を

対

象
と

す

る

も

の

で

、
平

成
1
8
年
６

月
制

定

さ

れ

た
「

が
ん

対

策

基
本

法

」
に

基

づ

く

取

り

組
み

で

す

。
も
う
ひ

と
つ

は

、

生

活

習

慣

病
を

対

象

と
す

る

も
の

で

生

活

習
慣

病

検

診

や
特

定

健

診

な

ど

が
こ

れ

に

含

ま

れ
ま

す

。

前

述

の
よ

う

に

、

が

ん

と
生

活

習

慣

病

は
と

も

に
日

本

人
の

死

因

の

上

位

に

位

置
し

て

お

り

、
こ

れ

ら
の

早

期

発
見

・

治

療
に

焦
点

を

当
て

た

も
の

と

な

っ

て
い

ま
す

。

男
女
別
・
部
位
別
に

が
ん
の
年

齢
調
整
死
亡
率
を
み

る
と
、
男
性

部位別がん年齢調整死亡率の推移図２
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市町村のがん検診の項目表 １

がん検診に関する国の方針では、 死亡率を下げる効果が
科学的に証明された方法のみを推奨している。

種類 検査項目 対象者 受診間隔

胃がん検診 問診および胃部
×線

検査（来年度より内視鏡が可能）
40歳
以上
→50歳以上に 年に

１回
→２年に１回

子宮頚がん
検診
問診､視診､子宮頚部
の細胞診および内診

20歳以上 ２年に１回

肺がん検診 問診
、胸部×線検査
喀痰細胞診（喫煙者）40歳以上 年に１回

乳がん検診
問診､マンモグラフィ
視触診（来年度より
省略）

40歳以上 ２年に１回

大腸がん
検診 問診および便潜血検査

40歳以上 年に１回

は
肺
が
ん
が
も
っ
と
も
多
く
、
胃

が
ん
、
大
腸
が
ん
の
順
で

多
く
見

ら
れ
ま
す
。
女
性
で
は
大
腸
が
ん

と
肺
が
ん
が
多
く
、
乳
が
ん
は
増

加
の
傾
向
を
呈
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
肺
が
ん
や
大
腸
が
ん
な

ど
死
亡
率
の

増
加
し
て
い

る
が
ん

も
あ
り

ま
す

が
、
胃
が
ん
や
子
宮

頚
が
ん
な
ど
は
罹

患
率
は

高
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
死
亡
率
は

減
少
し

て
い
ま
す
〈
図
２

〉
。
が
ん
検
診

に
関
す
る
国
の
方
針
は
表
１

の
通

り
で
す
。

韮

目
Ｅ
　

一

胃
が
ん
は
日
本
人
に
多
く
、
年

間
約
５
万
人

が
胃

が
ん
で
死
亡
し

ま
す
が
死
亡
率
は
年
々
低
下
し
て

い
ま
す
。
人

間
ド
ッ
ク
や

健
診
受

診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の

成

果
と

も

言
わ

れ
て
い

る

ほ

か
、
発
症
に

ピ
ロ
リ
菌
の

関
与

が

判
明
し
た
こ
と
も
大
き
な
抑
制
効

果
の
一
つ
で
す

。
胃
が
ん

を
直
接

見
つ
け

る
検
査
は
バ
リ
ウ
ム
を
用

い
た
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
や
内

視
鏡
検
査
が
中
心
で
す
。
リ
ス

ク

評
価
と
し
て
は
、

ピ
ロ
リ

抗
原
や

抗
体
を
調
べ
る
検
査
や
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
検
査
（
胃
粘
膜
の
萎
縮
度
検

査
）
な
ど
が
主
流
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

目
回
峯
冒

子
宮
が
ん
に
は
子
宮
頚
が
ん
と

子
宮
体
が
ん

が
あ
り
ま
す
。
子
宮

子宮
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畝

細

胞

診
、

頚

が
ん
は
2
0歳
代

で
増
え
て
い
ま
す

が
、
が
ん
検
診
に

よ
り
進
行
が
ん
を

防
ぐ
こ

と
が
で
き

死
亡
率
は

低
下
し

て

い

る

疾

患

で

す

。
危
険
因
子
は

妊
娠
・
出
産
回
数

の
多
い
人

、
性
交

渉
開
始
年
齢
の
低

い
人
、
性
交
渉
の

相
手
の
多
い
人
、

ウ
イ
ル
ス

感
染

が

知

ら

れ

て

い

ま

す
。
検
査
は
、

問

診
・
既
往
歴
、
内

超
音
波
検
査
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ

ウ
イ
ル
ス
検
査
な
ど
に
な
り

ま
す
。
一
方
の
子
宮
体
が
ん
は
5
0

歳
前
後
に
多
い

疾
患
で
す
。
こ
れ

は
病
状

が
進
行
し
て
い
な
い
早
期

の
段
階
で
出
血
を
来
た
す
こ
と

が

多
く
、
約
9
0％

が
不
正
性
器
出
血

を
契
機
に
発
見
さ
れ
ま
す
。

回

目

Ｅ一
　

一

肺
が
ん
は
死
亡
率
が
男
性
で
第

１

位
、
女
性
で
第
２

位
で

、
年
齢

別
の

罹
患
率
・
死
亡
率
は

と
も
に

4
0歳
代
後
半
か
ら
増
加
し
は
じ
め

高
齢
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。
発
生

に
は

喫
煙

が
深
く
か
か
わ
っ
て
お

り
、
他
の

が
ん
に
比
べ
て
難
治
性

で
、
他
の
臓
器
に

転
移
す
る
可
能

性
が
高
い
た
め
予
後
が
悪
い
の

が

特
徴
で
す
。
肺
が
ん
の
危
険
因
子

は
喫
煙
歴
で

す
（
１
日
の

本
数
×

喫
煙
年
数
＝
４
０
０
以

上
に
な
る

と
非
喫
煙
者
の
４

～
1
0倍
の
発
症

率
）
。
が
ん
の
家
族
歴
が
あ
る
4
0

歳
以
上
の
男
性
、
自
覚
症
状
の
あ

る
人

、
粉
塵
な
ど
に
暴
露
さ
れ
る

労
働
環
境
に
い
た
人
な
ど

も
高
危

険
群
で
す
。
肺
が
ん
は
難
治
性
の

咳
、
息
切
れ
、
曖
（
さ
）
声
、

喀

痰
の

増
加
が
症
状
で
す
が
、
実

際

に
は

早
期
に
は
無
症
状
が
多
く
、

見
つ

け
に
く
い

が
ん
で
す
。
肺

が

ん
の
検
査
は

、
喫
煙
歴
や
職
歴
の

チ
ェ
ッ
ク
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
、

胸
部
Ｃ
Ｔ

検
査
、

喀
痰
（

か
く
た

ん
）
検
査
、
腫
瘍
マ

ー
カ
ー
な
ど

を
行
い
ま
す
。

回
峯

乳

が

ん

の

発

症

は

増

加

傾

向

に

あ

り

、
女

性
の
1
2
人

に
１

人

が
発

症

、
4
5
歳

ご
ろ

が

ピ
ー

ク
で

す

。

乳

が

ん
の

危

険
因

子

は

、
家
族

歴

、

肥

満

、

高
齢

出

産
・

授

乳

や
出

産

経

験

が
な
い

人
、

初
経

が

早
く

閉

経

が

遅
い

人

、
乳

腺
の

病

気
の

経

験

が
あ

る
人

で

す

。

検

査

は
、

マ

ン
モ

グ
ラ

フ

ィ
、

視

触

診

、
乳

房

超

音

波
検
査

が
あ

り

ま

す

が
、

１

番

大

切
な
の

は
定

期

的

な

自
己

触

診
で

す

。
一

般
的

な

乳

が

ん
は

硬

く

、

自
分
で

も

触
れ

ば

発

見
で

き

る

場

合

が
多
い

た

め

で

す

。

峯
回
目
朧

大
腸
が
ん
は
、
4
0歳
以
上
に
発

症
し

、
5
0
歳

代

か

ら
加

齢

と

と

も

に

増

加
し

ま

す

。

発
症

の

男

女

比

は
２

対
１

で

、

大

腸

が
ん

の

家

族

歴

、

高
脂

肪

・

低

繊
維

食

、

過

体

重

と

肥
満

、

長

期
に

わ

た

る

腸
の

疾

患

が

あ

る

人

が

高

危

険

群

で

す

。

自

覚
症

状

は

、
大

腸

の

部

位

と

進

行
度

に

よ

っ
て

異

な

り

ま

す

が
、

約
7
0
％

は
Ｓ

状
結

腸

や

直

腸

に
発

生

し

ま

す

。

血

便
、

便

が

細

く

な

る
、

残

便

感

、

腹

痛
、
下

痢

と

便

秘
の

繰

り

返
し

な

ど

の

自

覚

症

状
の

ほ

か

、

貧

血
症

状

で

初

め

て

気

づ
く

場

合

も
あ

り

ま

す

。

早

期
に

発
見

す

れ

ば

、
内

視

鏡
下

や

開
腹

外
科

手

術
に

よ

り

完

治
し

ま

す

が

、
出

血

を

痔

と
勘

違

い
し

て

受

診

が
遅

れ

る

と

進
行

し

て
し

ま

い

ま

す

。

進
行

す
る

と

、

大

腸
の

内

腔

が
狭

く

な

っ
て

、

腹
痛

や

腹

部

膨

満

感
、

し
こ

り
を

感

知

す

る

よ
う

に

な

り

、

さ
ら

に

肺

、
肝

臓

、

リ
ン

パ

節
や

腹

膜

な
ど

に

転

移

が

起
こ

り

ま

す

。
し

か
し

進
行

が

ん

も

手

術
可

能

な

時

期
で

あ

れ

ば

外

科

切

除
に

よ

り

完

全
治

癒

が

望

め

ま
す

。
検

査

は

便

潜
血

検

査

、

注

腸

検

査
、

大

腸

内

視

鏡
検

査
で

、

他
に

Ｃ

Ｔ

、

Ｍ
Ｒ

Ｉ

、

Ｐ

Ｅ

Ｔ

な

と
て

全
身
も
調
ぺ
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症
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ツ
ク

シ
ン

ド

ロ
・

イ
リ

ス

ク

な

方

指

導
を
通

じ

て
・

る

た

め
の

健

康
一

す

。

対
象

は
4
0・

と メ ［ 千言 垂

ｌ ，　心 ‾‾･,･･ ･･･ ‾:慣 い 夕

･ ． Ｗ　 ゝゝゝ

歳
か
ら

7
0歳
で

、

国

民

健

康

保

険

や

協
会

け

ん

ぽ

組
合

が
実

施

し

ま

す

。
メ

タ

ボ
リ

ッ

ク

シ

ン

ド

ロ
ー

ム

は

、
冠

動

脈

疾

患
、

脳

血

管

疾

患
、
糖

尿

病
、

脂

肪
肝

の

原

因

に

な
り

ま

す

。

◆
冠

動

脈

疾

患

は
、

心

筋

梗
塞

・
狭

心

症
と

と

も
に

動

脈

硬

化

が
招

く

命
に

か

か

わ

る

重
大

な

病

気
で

す

。

特
に

心

筋

梗

塞
は

、

動

脈

硬
化

を

起
こ

し

て

狭

く

な

っ

た
冠

動
脈

の

血

管

内
に

血

栓

が
詰

ま

っ
て

、
心

筋

が

壊
死

し

て
し

ま
う

病
気
で

す

。

◆

脳
血

管

疾

患

は
、

脳

梗

塞

・
脳

出

血

と
も

に

動

脈
硬

化

が

招

く
命

に

か

か
わ

る

重

大

な

病

気
で

す

。
脳

梗

塞

は
、

脳
の

血
管

に

血

栓

が
詰

ま

っ
て

脳

細

胞

が

壊
死

す

る

病
気

で

す

。

血
管

の

動

脈
硬

化

が

進

む
と

狭

く
な

っ

た

血

管

内
部

に

血

栓

が
で

き

た

り
、

脳
以

外
の

部

位

か

ら
の

血

栓

が
は

が
れ

て

脳
動

脈
に

詰
ま

っ

た

り
し

ま

す

。

一
方

、
脳

出

血
は

、

ボ
リヤ

高
血

圧

に
よ

り

血

管

の

壁
に

強

い

圧

力

が

か
か

っ

て

血

管

が
破

れ

る

状

態

で

、

あ
ふ

れ

た

血

液
で

脳

細

胞

が
ダ

メ

ー

ジ
を

受

け

る

病
態

で

す

。
他

に

く
も

膜
下

出

血
ち

動

脈

硬

化

が

原
因

の

疾
患

で

す

。

◆

動

脈

硬
化

は

大

動

脈
に

も

病

変

を

形

成
し

ま

す

。

血

管

壁

が
こ

ぶ

の

よ

う
に

膨

ら

み

破

裂
に

よ

る

大

出

血

を

起
こ

す

大

動

脈

瘤
、

大

動

脈

の

壁
の

内

膜

と

中

膜
の

間

が

裂

け

て

血

液

が
流

入

す

る
大

動

脈

解

離

、
下

肢
へ

の

血

管

が
詰

ま

り

し

び
れ

や

痛
み

の

原

因

と
な

る

閉

塞

性

動

脈

硬
化

症

が

あ

り
ま

す

。

◆

糖

尿

病
は

内

臓

脂

肪
の

蓄

積

が

イ

ン

ス

リ

ン

抵

抗

性

を

起

こ

し

、

血

液

中
の

糖

の

濃

度

が
上

昇

し

て

発

症
し

ま

す

。

初

期
は

ほ

と

ん

ど

自

覚

症
状

が

な

く

、
気

づ

か

な

い

う

ち
に

進
行

し

、

や

が
て

全

身

の

血

管

や

神
経

が

障

害
さ

れ

ま

す

。

な

か
で

も

頻

度

の

高
い

の

が

糖

尿

病

の
三

大

合

併

症

と
い

わ

れ

る

神
経

障

害
、

網

膜

症

、
腎

症

で

す

。こ

れ

ら

は
下

肢
壊

疸

や

失
明

、

人

工

透

析

導
入

の

原

因
に

な

る

恐

ろ

し

い

病

態
で

す

。

◆

脂

肪
肝

は

肝

臓

の

細

胞
に

中

性

脂

肪

が
６

～
1
0
倍

近

く
過

剰

に

た

ま

っ

た

状
態

で

、

肥

満
と

過

度

の

飲

酒

、

糖
尿

病
が
３

大
原

因

で

す

。

し

か
し

最

近

は

お

酒
を

飲

ま

な

い

人

の

脂
肪

肝

（

Ｎ
Ａ

Ｓ

Ｈ

）

も

増

え

て
い

ま

す

。
ど

ち
ら

も

放

っ
て

お

く

と
肝

硬

変

や
肝

臓

が
ん

へ
と
移
行
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。諾

諾

一
。
･
‐

検
診
（
健
診
）
は
比

較
的
検
査

項
目

が
少
な
く
、
会
社
や
自
治
体

ご
と
に
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
所
要
時
間
は

少
な
く
簡
易
的

で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
全
身
の
チ

ェ
ッ

ク
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す

が

集
団
の
死
亡
率
低
下
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
は
、
よ
り

検
査
項
日
が
多
く
個
人
の
リ
ス
ク

や
日

的
に

合

わ
せ

て
内

容

を
選

べ
、
追
加
検
査
の

組
み

合
わ
せ
も

自
由
で
す
。
結
果
は

書
面
の
報
告

書
以

外
に
医
師
の

説
明
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
検
査
で

疾
患
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
す

み
や

か
に
精
密
検
査
機
関
の
紹
介

が
受
け
ら
れ
、
個
人
の
死
亡
率
低

下
に

効
果
が
あ
り

ま
す

。

回

目
Ｅ
　

一

健

康
診
断
は

病
変
の
発
見
や

疾

病
の
リ
ス

ク
を
評
価
す
る
役
割
を

担
う
予
防
の
医
学
で
す

。
自
分
自

身
の
リ
ス

ク
を
知
り
、
個
々
に
合

っ
た

健

康
診

断
を

受
け

ま
し

ょ

う
。
自
己
検
診
も
大
切
で
す

。
人

間
ド

ッ
ク

や

健

康
診
断

の
目

的

は
、
健
康
寿
命
の

延
伸
で
す

。
健

康
診
断
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
人
々

が

健
康
に
生
き
よ
う
と
す
る
生
き
方

を
支
援
す
る
専
門

職
で
す
。
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